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l 。ま え が き

　オ
ー

ス テ ナ イ ト系 ス テ ン レ ス 鋼 は 、溶 接 熱 サ イ ク ル に よ っ て 鋭 敏 化 し 、潜 在的 に 応 力 腐

食 割 れ （SCC） を 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。そ こ で 、高 エ ネ ル ギ ー密度が 得 られ 、吸収 率 が 高

い YAG レ
ー

ザ を照 射 し て 、鋭 敏 化 領 域 の 表 面 を Cr炭 化 物 の 固 溶化 溘度以 上 に 加 熱 す る 固溶 化

熱 処 理 （Solution　Heat 　Treatnent ：以 下 、　 S　H　T と 称 す 。）を 施 し 、SCCの 発 生 を 防止 する 。

本 稿 で は 、 SHT 層 形 成 に お け る 適 正 条 件 範 囲 と 材 料 表 面 性 状 の 影 響 に つ い て 報 告 す る 。

2 ．実 験 方法

　 2kW　 YAG レ
ー

ザ 発 振 器 か ら 発 振 し た 光 を 光 フ ァ イ バ ー （SI型 、コ ァ径 φ 0．6皿皿 、長 さ 20m ） を

用 い て 加 工 点 ま で 伝 送 し 、 SHT を 行 っ た 。供 試 材 料 は 、鋭 敏 化 熱処 理 〔935K ＊ 21） を 施 し

た SUS304 を 用 い た 。加 工 点 で の レ ーザ 出 力 を ユ kW と し 、加 工 速 度 、照射 ビーム 径 を 変 え

て SHT 層 の 形 成 に お け る 適 ［E 条 件 範 囲 を 調 べ た 。加 工 光 学 系 は 、焦 点 距 離 60 皿 m お よ び

1OO皿 m を 用 い て 材 料 表 面 を グ ラインタ  仕 上 げ 、機 械 研磨 、酸 化 被 膜 付 き 、グ ラファイトコーティンゲ の 4

種 類で 実 験 を 実施 し た 。

3 ．実験 結果 お よ び 考 察

　 Fig ．1に SHT 層 の 断 面 ミ ク ロ 組 織 観 察 結 果 を 示 す 。（a ）の A部 が SHT 層 、B部 が 鋭 敏 化

領 域 で あ る 。（b）， （c ）に そ れ ぞ れ の S脳 観 察 結 果 を 示 す 。鋭 敏 化 領域 は 激 し い 粒 界 腐 食 を 起

こ し て い る が 、SHT 層 で は 粒 界 腐 食 が 認 め ら れ ず Cr炭 化 物 の 固 溶 化 が 行 わ れ た 。こ の よ

うな SHT 層 を得 る に は 、CO2 レ ーザ の 場 合 グ ラファ仆 コ・一ティンゲ な し で は難 しい が 、YAG レ ーザ

の 場 合 、 吸収 率が 約 29％あ り （入 熱 量 測 定 よ り 算 出） 、容 易 に SHT を行 う こ と が で き る 。

　 グ ラインダ
ー
仕 上 げ 面 （Ra二L24 μ ］11） に 対 し て SHT を 行 っ た 場 合 の SHT 層 の 深 さ と 幅 を

測 定 した 結 果 を Fig ．2 （a ）， （b）に 示 す 。低 速 ほ ど 、深 くて 幅 広 い SHT 層 を得 る こ と が で き 、

最 高 で 約 O．5］nmva さ 、3．3 皿 m 幅 を 得 る こ と が で き た 。

　 Fig ．3は 、 材 料 表 面 性 状 の 影 響 を 調 べ た 結 果 で あ り 、 SHT 層 最 大 深 さ を 1／e ビ ー
ム径 で 整

理 した 。酸化 被膜付 き で は 、吸 収 率 が 高 い た め 深 い SHT 層が 得 ら れ た が 、ゲ ラファ仆 コづ イン

グ で は コ
ー
ティング 層 か ら 基 材 へ の 熱 伝 達 が 悪 く 、良 い 結 果 は 得 られ な か っ た 。図 中 の 実線 は 、

グ ラインダ ー仕 上 げ 面 で の 吸 収 率 29 ％ を 用 い て 、半 無 限 体 移 動熱源 と し て 熱伝 導 解 析 を 行 い 、

固 溶 化 温 度 を 1000 ℃ と し た 時 の SHT 層 の 深 さ を 示 す 。計 算結 果 は 、グ ラインダ ー
仕 上 げ 材 の

実 験 結 果 と 比 較 的 良 い 「 致 を 示 し た 。表 面 性 状 が 変化 し た 場 合 も 、そ の 吸 収 率 を測 定 す れ

ば 、熱 伝 導 解 析 に よ っ て SHT 層 深 さ 、幅 を予 測 可 能 と 考 え ら れ る 。
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(b)Scannieng electron  micrograph
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(c)Scanning e1ectron  micrograph

  of  sensitized  area  (B)
(1O% oxa1ic  acid  e1ectroEitic  etching)

1520253035

      Defecusing iength (mm)
(a)eeaximum SKT' depth properties
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Fig. 3 Effects of
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